




秀
吉
と
秀
長

　

2
0
2
6
年
放
送
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
は
、
戦
国
乱
世
に
お

い
て
強
い
絆
で
天
下
統
一
と
い
う
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
豊
臣
秀
吉
と
秀
長
兄
弟
の
生

涯
が
描
か
れ
ま
す
。

　

兄
の
秀
吉
は
、
低
い
身
分
か
ら
天
下
人

へ
と
上
り
詰
め
、
そ
の
波
乱
に
満
ち
た
人

生
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に

比
べ
て
弟
の
秀
長
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
秀
長
が
頭
角
を
現
す
の
は
、

「
本
能
寺
の
変
」
以
降
の
こ
と
で
す
。
豊

臣
政
権
に
お
い
て
内
外
の
政
務
お
よ
び
軍

事
面
で
活
躍
し
、「
秀
長
が
長
生
き
し
て

い
れ
ば
豊
臣
家
の
天
下
は
安
泰
だ
っ
た
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

織
田
信
長
に
出
仕

　

秀
吉
と
秀
長
は
、
尾
張
国
愛
知
郡
中
村

（
現 

名
古
屋
市
中
村
区
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
18
歳
に
な
っ
た
秀
吉
は
、
尾
張
の

戦
国
大
名 

織
田
信
長
に
仕
え
ま
す
。
そ

の
後
、
秀
長
も
秀
吉
に
連
れ
ら
れ
て
信
長

に
出
仕
し
ま
し
た
。

　

秀
吉
が
ま
だ
身
分
が
低
か
っ
た
藤
吉
郎

の
こ
ろ
、
冬
の
日
に
信
長
の
草ぞ
う

履り

を
自
分

の
懐
で
温
め
、
主
君
を
感
心
さ
せ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

知
恵
と
行
動
力
に
よ
っ
て
若
く
し
て
織
田

家
の
有
力
武
将
と
な
っ
た
秀
吉
は
、
信
長

が
支
配
領
域
を
広
げ
る
中
で
さ
ら
に
功
績

を
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

天
下
統
一
へ

　

天
正
10
年（
1
5
8
2
）、
明
智
光
秀
の

謀
反
に
よ
り
信
長
が
本
能
寺
で
討
た
れ
ま

す
。中
国
攻
め
の
最
中
だ
っ
た
秀
吉
は
、急

ぎ
毛
利
氏
と
和
睦
を
結
び
京
へ
と
引
き
返

し
、
山
崎
の
戦
い
で
光
秀
を
破
り
ま
し
た
。

　

翌
年
の
賤
ケ
岳
の
戦
い
で
柴
田
勝
家
を

倒
す
な
ど
織
田
政
権
の
実
権
争
い
に
勝
利

し
た
こ
と
で
、
自
ら
の
政
権
を
確
立
し
ま

し
た
。
天
正
13
年（
1
5
8
5
）、
秀
吉
は

武
家
と
し
て
初
め
て
関
白
と
な
り
、
翌
年
、

朝
廷
か
ら
豊
臣
の
姓
を
賜
り
ま
す
。

太閤検地・刀狩令・石高制など
　の全国的な政策の推進

聚楽第・方広寺大仏殿・伏見城
　などの大規模建築の造営

茶の湯・美術工芸・芸能の発展
　（桃山文化と呼ばれます）

▲方広寺（京都市東山区）

 

惣
無
事
の
名
の
も
と
各
地
の
戦
国
大
名

に
臣
従
を
要
求
。天
正
18
年（
1
5
9
0
）、

小
田
原
征
伐
に
よ
り
北
条
氏
を
滅
ぼ
す
と

と
も
に
奥
州
を
平
定
し
、
天
下
統
一
を
果

た
し
ま
し
た
。
秀
長
は
体
調
が
悪
化
し
、

小
田
原
征
伐
に
は
出
征
せ
ず
、
留
守
居
役

を
務
め
て
い
ま
す
。

秀
長
没
後
の
秀
吉

　

天
正
19
年（
1
5
9
1
）
に
秀
長
が
病

死
す
る
と
、
秀
吉
に
異
を
唱
え
制
御
で
き

る
人
物
が
い
な
く
な
り
、
秀
吉
の
専
横
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
秀
吉
は
重
用

し
て
い
た
茶
人
の
千
利
休
に
切
腹
を
命
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
甥
で
あ
る
関
白
の
豊
臣

秀
次
を
死
に
追
い
や
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
2
度
に
わ
た
る
朝
鮮
へ
の
侵
攻
（
文

禄
・
慶
長
の
役
）
も
行
い
ま
し
た
。
秀
長

が
生
き
て
い
れ
ば
秀
吉
の
行
動
も
違
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

慶
長
3
年（
1
5
9
8
）、
秀
吉
は
病
に

倒
れ
、
幼
い
息
子
の
秀
頼
を
五
大
老
・
五

奉
行
に
託
し
て
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

豊臣政権下での統治政策や文化の発展 戦国武将
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　秀吉の生誕地に整備された中村公
園には、秀吉の御神体を祀る豊国神
社があります。出世を祈願する人々
が訪れます。毎年7月には「太閤ま
つり」が開催されます。

中村公園・
豊国神社

写真提供：（公財）名古屋観光コンベンションビューロー

愛知県内の豊臣兄弟ゆかりの地

名古屋市中村区

そのほかにも、愛知県内にはゆかりの
地がたくさんあります。

　慶長年間に家臣である加藤清正が
開山である圓住院日誦上人とともに
創建しました。豊太閤産湯の井戸や
秀吉御手植えの柊が残り、秀吉公立
像があります。

常泉寺
名古屋市中村区

▲秀吉誕生の地碑 ▲日吉丸となかまたち

▲豊太閤産湯の井戸 ▲秀吉御手植えの柊

幼い秀吉（日吉丸）を中心
とした5人の子どもたちの
群像です。この中に、
幼い秀長もいるかも
しれませんね！

長久手市には、織田信雄・徳川家康軍と直接対決
した小牧・長久手の戦いの跡地が残ります。この
史跡を整備した「古戦場公園」には、2026年4月
に「長久手古戦場記念館」がオープンします。
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名古屋市中村区中村町木下屋敷23-1（中村公園内）
期　間：2026年1月24日㈯～2027年1月11日㈪
時　間：9時～17時（最終入場16時30分）
休館日：原則無休
（臨時休館・営業時間変更となる場合があります）

入館料：大人800円、小中学生400円※未就学児無料

協力：名古屋市観光文化交流局観光交流部観光推進課

主催：名古屋市・名古屋市大河ドラマ「豊臣兄弟！」
　　　活用推進協議会

Information
最新の情報は
ホームページ
で確認を。

豊臣ミュージアム

2026年1月24日
オープン

豊臣ミュージアム

ここはチェ
ック！

　中村公園内に「豊臣兄弟！　名古屋中村　大河ドラマ館」
をはじめとする「豊臣ミュージアム」がオープンします。
　「大河ドラマ館」ではドラマの衣装や小道具、ご当地
ならではの特集パネルや独自の映像コンテンツなどが
展示され、ドラマの世界観をより深く体験できる場所
として、例年多くの人に親しまれています。
　また、ミュージアム内には他にも、名古屋ならでは
のお土産を販売する「ミュージアムショップ」、名古屋
の歴史や文化等を伝える独自展示「武将も唸る！戦国
めし×なごやめし」も整備されます。

地下鉄東山線「中村公園」駅3番出口より北へ徒歩10分
（中村公園内配置図）

公共交通機関をご利用の場合

年表 chronology

天文6年（1537） 秀吉が尾張国愛知郡中村に生まれる

天文9年（1540） 秀長が同地に生まれる

天文23年（1554）秀吉18歳　秀吉が織田信長に仕える

永禄4年（1561）秀吉25歳　秀吉がねね（後の北政所）と結婚

 秀吉が木下藤吉郎と改名

天正1年（1573）秀吉37歳 一乗谷の戦い
 信長が朝倉氏を滅ぼす

 小谷城の戦い　
 信長が近江の浅井氏を滅ぼす

 秀吉が浅井氏の旧領を与えら
 れる

 秀吉が羽柴秀吉に改名

天正2年（1574）秀吉38歳　長浜城を築城

天正10年（1582）秀吉46歳　本能寺の変
 明智光秀の謀反により信長が自害

 山崎の戦いで光秀に勝利

天正11年（1583）秀吉47歳　賤ケ岳の戦いで柴田勝家に勝利

天正12年（1584）秀吉48歳　小牧・長久手の戦い
 織田信雄・徳川家康軍と対決

天正13年（1585）秀長46歳　四国平定　秀長が総大将を務め、
 長宗我部元親に降伏させる

天正14年（1586）秀吉50歳　秀吉が朝廷から豊臣の姓を受け、
 豊臣秀吉に改名

天正15年（1587）秀吉51歳　九州平定　島津氏を降伏させる

　　　　　　　　秀長48歳　秀長が権大納言に任官

天正16年（1588）秀吉52歳　秀吉が茶々（後の淀殿）を側室に
 むかえる

天正18年（1590）秀吉54歳　天下統一　小田原征伐で北条氏を
 滅ぼした後、奥州を平定

天正19年（1591）秀吉55歳　秀長が大和郡山城で病死（享年52歳）

 千利休切腹事件

 甥の豊臣秀次に関白を譲り、
 秀吉は太閤となる

文禄1年（1592）秀吉56歳　文禄の役　1度目の朝鮮出兵

文禄2年（1593）秀吉57歳　豊臣秀頼が誕生

文禄3年（1594）秀吉58歳　秀次切腹事件

 3歳の秀頼に家督を継がせる

慶長2年（1597）秀吉61歳　慶長の役　2度目の朝鮮出兵

慶長3年（1598）秀吉62歳　秀吉が伏見城で病死

● 豊臣　秀吉（1537-1598）
● 　　　秀長（1540-1591）
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詐欺に注意
岡崎警察署からのお知らせ

★被害者は、警察を名乗る犯人から「口座が不正利用され、
　このままでは罪に問われる」「資金調査をしたい」などと
　言われ、信用してしまい、現金を振り込んでしまいます。

★警察官が、取調べでSNSを使用したり、逮捕状の写真を送付する
　ことはありません。電話で「お金の話」が出たら、相手が誰であっ
　ても一度電話を切って、警察や家族に確認しましょう。

　不用意にダイレクトメールに返信しない。
　SNSだけでやり取りしている相手を信じない。
　振込先が頻繁に変わる場合は詐欺！
✔

✔

✔

SNS投資、ロマンス詐欺被害の申告、相談も多数！！

「必ず儲かる」
は詐欺！！

ニセ警察官にだまされるな！！
取調べ!？ 逮捕状!？ 資金調査!？

SNS

「いしかわ地酒と
うまいもん市」開催

　10月31日㈮～11月3日㈪、東岡崎駅前のOTO 
RIVERSIDE TERRACEにおいて、「がんばろう能登！復
興応援　いしかわ地酒とうまいもん市」が開催されま
した。能登半島地震・能登半島豪雨による被災地の復
興を願う多くの方にお越しいただきました。

高校生による
企業見学実施

　10月22日㈬、愛知県立幸田高等学校1年生の企業
見学会を実施しました。当金庫の業務内容の説明や
「社会人になる前に知っておきたいお金の話」の後、当
金庫資料館を見学していただきました。

「メッセナゴヤ2025」に
出展

　11月5日～7日、ポートメッセなごや（名古屋市港
区）において、国内最大級の異業種交流会「メッセナ
ゴヤ2025」が開催されました。当金庫は地域貢献活
動などを紹介しました。

Okashin News おかしんからのお知らせ
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令和8年日 時
第１部　対談『家康公と水野家』

第２部　パネルディスカッション
           『家康公と岡崎藩』

内 容

12月1日より受付開始 
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

●当日は岡崎市役所立体駐車場（東、西）がご利用いただけますが、
　限りがありますので公共交通機関のご利用をお勧めいたします。

申 込

300名定 員

14時00分～16時30分
1月17日㈯

岡崎信用金庫本店２階
大ホール（岡崎市菅生町字元菅41）

主　催／一般社団法人徳川家康公に学ぶ会　　
協　賛／公益財団法人德川記念財団・岡崎商工会議所・岡崎市徳川家康公顕彰推進協議会

聴講
無料

会 場

家康公検定ホームページより
お申し込みください。

（開場 13時00分）

web申込用※「家康公検定」で検索

德川宗家19代当主
公益財団法人　德川記念財団　理事長

水野宗家（勝成家）20代当主
公益財団法人　德川記念財団　理事 水野 勝之 氏

德川 家広 氏

岡崎市美術博物館学芸員 湯谷 翔悟 氏【コーディネーター】

本多広孝家18代当主 本多 助重 氏【パネリスト】

水野忠元家16代当主 水野 忠俊 氏【パネリスト】

本多忠勝家22代当主 本多 大将 氏【パネリスト】

※お二
ふた

方
かた

は第２部にもご登壇予定です。

家康公シンポジウム2026

家康公の母 “於大の方” の実家 刈谷・水野家、
そして、家康公と幕府からの信頼厚く 神君生誕の地 岡崎の藩政を託された
歴代藩主３家のご当主をお迎えし、家康公と水野家、家康公と岡崎藩主家との深い関わりについて振り返ります。

家康公の母 “於大の方” の実家 刈谷・水野家、
そして、家康公と幕府からの信頼厚く 神君生誕の地 岡崎の藩政を託された
歴代藩主３家のご当主をお迎えし、家康公と水野家、家康公と岡崎藩主家との深い関わりについて振り返ります。

家康公と岡崎藩家康公と岡崎藩

●会場には飲料の自販機はありません。必要な方はご持参ください。

家康公検定 46過去問に挑戦 !

　浅井三姉妹の三女 江の最初の夫は、信長の妹 於犬の方を母に持つ
佐治一成でした。二度目の夫は、豊臣秀吉の甥で養子の豊臣秀勝。秀勝は「文禄
の役」で朝鮮出征中に陣中で病死してしまいます。24歳の若さでした。こうした
政略結婚を経て、江は、後の二代将軍 徳川秀忠の正室となりました。三代将軍 
家光や豊臣秀頼の正室 千姫、後水尾天皇の皇后となった和子ら二男五女をもう
けています。浅井三姉妹は、長姉の茶々が秀吉の側室に、次姉の初は若狭小浜
藩主 京極高次の正室にとそれぞれが政略結婚により名家に嫁ぎ、波乱に富んだ
人生を送りました。

問 題 近
おう
江
み
の戦国大名 浅井長政と尾張の織田信長の妹 お市

いち
の間に生まれた浅井三姉妹。

三女のお江
ごう
（お江

え
与
よ
）が豊臣秀吉の仲介で嫁

とつ
いだ３人目（最後）の夫はだれでしょうか？

正解……⑶

解 説

浅井三姉妹の像　手前が江／
北の庄城址・柴田公園
（福井県福井市）

　本年10月に実施した「家康公検定2025」は『家康公と戦国大名たち』をテーマに全
100問が出題されました。今回はこのなかから、戦国期を代表する姉妹、“浅井三姉妹”の
末娘に関する問題です。

⑴ 京極高次　　　⑵ 佐治一成　　　　⑶ 徳川秀忠　　　　⑷ 豊臣秀勝
きょうごくたかつぐ　　　　　　　　　さ　じ　かずなり　　　　　　　　　　　　　　　ひでただ　　　　　　　　　　　　　　ひでかつ

あざいさんしまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　いぬ　　かた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶんろく

　　　えき　　　　　　　　　　　　　　　　じんちゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　みずのお　　　　　　　　　　　　　　　　　まさ　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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お預け入れ時の金利を約定利率として初回満期日まで適用します。
初回満期日以降は満期日（継続日）のスーパー定期の店頭表示金利を適用します。
満期日が当金庫休業日の場合のお支払いは翌営業日となります。
マル優もご利用いただけます。
預金保険の付保対象預金です。預金保険によって元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。
（当金庫に複数の口座がある場合には、それらの預金元本を合計して1,000万円までとその利息が保護されます。）

やむを得ず中途解約される場合は、窓口へお申し出ください。
上記金利は適用されず、解約日の普通預金利率が適用されます。
２０１３年１月１日から２０３７年１２月３１日までの間にお受取りになる利息には「復興特別所得税」が課税されますので、
２０．３１５％（国税１５．３１５％、地方税５％）の税金がかかります。

２０２５－２６ 冬のキャンペーン定期預金（窓口新規預入専用）

個人・個人事業主の方

窓口扱い
スーパー定期　1年・3年・5年　自動継続（元金継続または元利継続）
（預け入れ時の金利は初回満期日まで。初回満期日以降は満期日（継続日）のスーパー定期の店頭表示金利を適用します。）

３０万円以上
※新規の預入に限ります。「新規の預入」とは他の金融機関からの預け替えおよび普通預金等からの振替入金を指します。
　　ただし、定期預金の満期金・解約金（２０２５年１１月２５日以降に普通預金等に入金された分も含む）は預入対象外とします。

（＊1）「２０２５－２６冬のキャンペーン定期預金（窓口新規預入専用）」窓口１年・３年・５年および別に実施する「２０２５－２６冬の
キャンペーン定期預金」ATM１年（新規作成分）　と合わせ　合計８００億円
※募集枠がなくなり次第、終了となります。

１年　年０.６５０％（税引後　年０.５１７％）
３年　年０.８５０％（税引後　年０.６７７％）
５年　年１.０５０％（税引後　年０.８３６％）

２０２５年１１月２５日（火）～２０２６年１月３１日（土）

商　品　名
取　扱　期　間
ご　利　用
いただける方

預金の種類

募　集　枠

預　入　金　額

中　途　解　約

税　　　金

金　　　利

そ　の　他

窓口新規預入専用

2025-26 2025年 2026年

11月25日㈫ １月31日㈯～

※お預け入れ時の金利は初回満期日まで。初回満期日以降は満期日（継続日）のスーパー定期の店頭表示金利を適用します。※お預け入れ時の金利は初回満期日まで。初回満期日以降は満期日（継続日）のスーパー定期の店頭表示金利を適用します。

冬のキャンペーン
定期預金

0.650
（税引後  年0.517％）

1年もの
預金金利

0.850
（税引後  年0.677％）

3年もの
預金金利

1.050
（税引後  年0.836％）

5年もの
預金金利

※募集枠がなくなり次第、　終了となります。

800億円合
計

募集枠（＊1）
取扱
期間

毎
月
一
回
発
行

発
行
所
　
岡
崎
市
菅
生
町
字
元
菅
四
一

発
行
／
岡
崎
信
用
金
庫
　
編
集
／
地
域
振
興
部

電
話
〈
〇
五
六
四
〉
二
五
│
七
二
一
三（https://www.okashin.co.jp

）




